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4 月号（69-04）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条	 	  

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

【白熱連載講座】有機化学の新たな指導原理■有機軌道論  

 

稲垣	 都士（いながき	 さとし）  
岐阜大学名誉教授，東京大学薬学部研究員（大和田智彦研究室） 
 

1. 愛知県 

2. 愛知県立刈谷高校 

3. 1975年京都大学大学院石油化学専攻博士後期課程修了（福井謙一教授） 

4. 有機軌道論 

5. ①日本がもっと自信をもってみずからの文化を創造していく国になって欲しい．②国民の関

心がもっと教育に向いて欲しい． 

6. まず，あるがままをみること． 

7. 世阿弥，『風姿花伝』 

8. 小さな庭の自然体の雑草木を眺めること 

9. 中日ドラゴンズ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－	

 

池田	 博隆（いけだ	 ひろたか）  

株式会社菱化システム科学技術システム事業部計算科学部研究員  

1. 滋賀県 

2. 滋賀県立長浜高等学校 

3. 2001年岐阜大学大学院工学研究科博士後期課程修了 

4. 物性推算法の応用と検証 

8. スノーボード，ランニング，読書 
10. http://www.rsi.co.jp/  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－	
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山本	 尚（やまもと	 ひさし）  

シカゴ大学名誉教授，中部大学分子性触媒研究センター教授，CREST分子技

術研究総括 
 

1. 神戸市 

3. 1967年京都大学工学部工業化学科卒業（野崎一教授），1971年ハーバード大学大学院 Ph.D.

（E. J. Corey 教授） 

4. 有機合成，触媒化学 
 

 

●研究物語：ニホンミツバチの特異な生態 

 

坂本	 文夫（さかもと	 ふみお）  

京都学園大学バイオ環境学部教授 
 

1. 長崎県 

2. 長崎県立松浦高等学校 

3. 1973年京都大学大学院農学研究科修士課程修了，農学博士（1986年） 

4. ニホンミツバチの化学生態学，行動学 

7. 百田尚樹作品 

8. テニス，ゴルフ 

9. ガンバ大阪 
10. http://kyotogakuen.ac.jp/~o_bio/NEW/ 

 

 

●紹介：ニホンウナギ由来の蛍光タンパク質UnaG 

 

宮脇	 敦史（みやわき	 あつし）  

（独）理化学研究所脳科学総合研究センター細胞機能探索技術開発チームシ

ニアチームリーダー 
 

3. 1991年大阪大学大学院医学研究科博士課程修了 

4. バイオイメージング 

8. 階段  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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熊谷	 安希子（くまがい	 あきこ）  

（独）理化学研究所脳科学総合研究センター細胞機能探索技術開発チーム基

礎科学特別研究員 
 

3. 2007年鹿児島大学大学院連合農学研究科博士課程修了 

4. 蛍光イメージング 

8. 美術鑑賞 
 

●話題：宮沢賢治の元素知識の謎に迫る 

 

桜井	 弘（さくらい	 ひろむ）  

京都薬科大学名誉教授，東京工科大学客員教授 

1. 京都府 

2. 私立洛陽高校 

3. 1971年京都大学大学院薬学研究科博士課程修了 

4. 生命錯体化学，生命元素学，薬物代謝学，in vivo生体計測学 

5. 世界一大きく，美しくかつ楽しい元素周期表をどこかで制作できればと考えています． 

6. 楽しく日々努力する 

7. オリヴァー・サックス 著，斉藤 隆央 訳『タングステンおじさん』早川書房 

8. クラシック音楽，絵画鑑賞，絵画制作，サイクリングと旅 
 

●カガクへの視点 

 

村上	 隆（むらかみ	 りゅう）  

京都国立博物館学芸部長（2014年3月31日まで），高岡市美術館館長， 

石見銀山資料館名誉館長 
 

1. 京都府 

2. 京都府立桂高等学校 

3. 1980年京都大学大学院工学研究科修士課程修了，1988年東京藝術大学大学院美術研究科博士

課程修了，学術博士． 

4. 歴史材料の材料科学的研究，文化財保存修理 

5. 日本の将来 

8. 読書，温泉巡り 
 


